
痴果性高齢者グループホーム外部評価結果
グループホームむつみ売

番号 目項
農くできてい
る できている 努力が必要 評価困難

1 O理 念の具体化
サービス理念や運営方針は、家庭的な環境の中で、利用者の能力や事厳を尊重じ
たケアを行うなど、グループホームの特徴を生かしたものになっている。

O

O理 念の共有と実現
すべての職員が、ホームの理念にもとづき、常にその実現に取り組んでいる。

○

〇グループホームでの生活空間づくりの工夫
各ユニットが玄関を持つ一つの家となっており、懐かしい家具 (古い足諮みミシンや火鉢 こ長持ち等)や 廊下のあちこちには
寄贈された日本画が飾られやすらぎの空間となっています。セミパブリックスペースの 2ユ ニットは量のコーナーを設け、

‐
1

ユニットには膝マットを敷き、その周りでゆつくりと寛ぐことができるよう工夫されています。家庭的な環境と季節感を感じ
てもらいたいとの配慮が表れていました。

O気 軽に入れる雰囲気づくり
入居者や家族が入りやすい、近隣の住民も訪ねやすいなど、
周国が違和感や威圧感を感じさせないつくりになっている。

玄関まわ りや建物の O

O家 庭的な雰囲気づくり
共用の生活空間 (玄関、廊下、居闘、台所、食堂、沿室、 トイレなど)を はじ
め、調度品や設備、物品や装飾が家庭的な雰題気になつている。

O

Oく つろげる場所の確保
居室以外に、自由に過ごせるような居場所がある。

O

O居 室の環境づくり
居室Fよ、入居者一人ひとりの生活にあわせ、使い慣れた家具や生活用品、装飾品
等が持ち込まれるなど、安心して過ごせる場所となっているc

O

O入 居者の身体機能の低下を補うことに配慮した環境及び生活空間づくり

O

O痴 果症状に配慮した環境づくり
場所の間違いなどの混乱を防ぐための工夫がしてある。

O

O落 ち着いた暮らしができる快適な環境づくり
入居者が落ち着いて快適に暮らせるように、音の大きさ、光の強さ、におい、冷
暖房などに配慮してある。

O

〇入居者に対するケアを綜ううえで工夫されていること
入居者一人ひとりの生活歴や身体 ・精神状態を把握 ・分析し、人格の尊重、個lll性を重視したケアプラン作成に努め、本らし
さを尊重し、本人の思いに寄り添つたケアの提供に努めています。
家族の希望を取り入れたケアの提供又個別ケアを重視しながらも、グループケアを取り入れ各々の個性を引き出すようケアに
当たつています。又プライ′`シーの確保や他の入居者の目も配慮しながらのケアの実践や、多くのアクティビティも用意し生
きがいとなるよう支援しています。母体病院でのリハどりにより、機能維持にも努めています。
理事長のハーモニカ演奏を入居者の皆さ(んが期待いで待つておられ、音楽療法や回想法へとつながり、また頻繁に訪れること
により入居者の現状把握をされていますと

O個 別 '具体的な介護計画の作成
アセスメン ト (評価)に 基づいて、入居者一人ひとりの状況に応じた具体的な介
護計画を作成するとともに、その計画の内容について入居者や家族に説明してい
る。

O

O介 護計画への理解と実践
すべての職員が入居者一人ひとりの介護計画を理解し、その介護計画に沿つたケ
アを行つている。

O

O職 員間での情報の共有
職員間での申し送 りや情報伝達を確実に行つている。また、重要事項について、
すべての職員に伝わる仕組みがある。

O

O入 居者一人ひとりの尊重
常に入居者一人ひとりの人格を尊重し、誇 りやプライバシーに配慮 した言葉かけ
や対応を行つている。

O

O職 員の穏やかな態度
職員の態度がゆつたりしており、入居者への言葉かけなど、やさしい雰囲気で接
している。

〇

評価者 :あすなろ福祉サービス評価機構
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番号 目項
長くできてい
る
できている努力が必要 評価困難

O入 居者のペースの尊重
ホーム側の決まりや都合で業務を進めていくのではなく、入居者が自分のペース

を保ちながら暮らせるように支えている。
O

〇入居者の意志の尊重

入居者一人ひとりが自分で決めたり希望を表したりすることを大切にしている。 O

O自 立への配慮

入居者の 「できること、できそうなことどについて、できるだけ手や回を出さず
に、見守つたリー緒に行うようにしている。             |

○

O身 体拘束のないケアの実践
すべての職員が、身体的東についての正しい理解のもと、身体拘束をしないケア
を実践している。

O

O入 居者と共同した食事の支度と後かたづけ
献立づくり、買い物、調理や後かたづけなどについて入居者と共同して行う工夫

をしている。
O

O入 居者一人ひとりにあわせた調理方法 J盛り付けの工夫
入居者一人ひとりの唱幅 コ疎下等の身体機能や、便秘 ・下痢等の健康状態にあわ
せた調理をしているかどうか。また、盛り付けの工夫等を行つている。

O

O家 庭的雰囲気の食事更援
職員が入居者と向じ食事を楽しみながら、食べこぼし等に対する支援 コ介助をさ
り1ずなく行つている。

O

O一 人ひとりに応じた排泄支援
おむつをできる限り使用しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パターン

を把握 し、 トイレでの排泄や自立 した排泄へ向けた支援を行つている。
O

〇排泄時の不安や差恥心等への配慮
排泄の誘導や介助、失装などへの対応は、入居者の不安や養恥心、プライバシー

に配慮 して行つている。
○

〇希望に合わせた入浴の支援
入居者が自分の希望に合わせて入浴できるように支援している。 O

O希 望に合わせた理美容院への利用支援
入居者の希望にあわせて、理美容院の利用を支援している。 O

Oプ ライドを大切にした整容への支援
入居者のプライドを大切にしながら、容姿や着衣の乱れ、汚れ等に対してさりげ
なく力′ギーしている。 ｀

O

○細やかな安眠のための支援 !

夜眠れない入居者には、 1日の生活リズムを通じた対策を取るなど、入居者
一人

ひとりの睡眠のパターンを把握し、安眠できるよう支援している。
O

O主 体的な金銭管理に向けた支援   |、
入居者本人が日常の金銭管理を行えるよう、
援をしている。

ミ| 、ト

入居者一人ひとりの状況に応じた支 O

Oホ ーム内での役割 ・楽しみごとの創出
入居者がホーム内での役割や楽しみごとを見い出せるよう、家事や小動物の世話
など、一人ひとりに応じた出番づくりをしている。

O

O回 腔内の清潔保持

入居者の状況に応じて、日の中の汚れや臭いが生じないよう、歯磨きや入れ歯の

手入れ、うがい等への支援、出血や炎症のチェックなど、回腔の清潔を日常的に支
援している。

O

O身 体状態の変化や異常の早期発見、対応
入居者の身体状態の変化や異常のサインを早期に発見できるように努め、その状
況を記録に残している。

O

O服 薬の支援
入居者の体調と使用する薬の目的や副作用、用法や用量を理解しており、入居者
が医師の指示に従つて服薬できるように支援している。

O

O緊 急時0対 鍵幹制の整備

が舎雪言貿甘だし署客ち青編発雀餡 名露縁腎ス塞峯警最ど療岳孟ま墨客曇長を
取り決め、連携体制を整えている。

O

評価者 :あすなろ福祉サービス評価機構
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番号 目項
良くできてい
る できている 努力が必要 評価困難

O地 域における入居者の生活支援
入居者が、本一ムの中だけで過ごさずに、買い物や散歩、集会への参加など、積
極的に地域の中で楽じめるような機会をつくつている。

O

O入 居者家族の本一ム読闘に関する配慮
入居者の家族が気軽に訪問でき、居心地よく過ごせるよう、ホームに来やすい雰
囲気をつくつている。

O

O入 居者家族との交流支援
入居者と家族とが交流できるように、食事づくり、散歩、外出、行事など、本一

ムでの活動に参加する機会をつくつている。             |
O

O事 業所としての組織的取組状況
法人代表者及び管理者は、現場の状況をよく理解 して、職員と一体となって協力
してケアサービスの向上に取 り組んでいる。

O

O入 居者の状態に応 じた職員の確保
GHケ アに適した資質を有する職員を採用するとともに、夜間を含め無理のない
職員の勤務ローテーションを組むなど、入居者の状態や生活の流れを支援するため
の人員配置を確保している。

O

〇事故防止の対策
けが、転倒、窒息～意識不明、行方不明等の緊急事態が発生した場合には、すべ

ての職員が的確に対応できる体制を整えているとともに、再発防止対策を検討し、
サービスの改善を図つている。

O

○入居者家族からの意見や要望を引き出す工夫
入居者の家族が、気がかりなことや意見、要望などを気軽に伝えたり相談したり
できるように、家族の面会時の声かけ、定期的な連絡等を積極的に行つている。

〇

O地 域の人々との交流
入居者と地域の人々との交流のための取組みを行つている。

O

O地 域社会への貢献
痴呆の理解や関わり方についての相談への対応や教室の開催、研修生やボラン
ティア等の受入れなど、グループホーム運営上培つた知識や経験、技術などを地域
社会に提供しているc

O

O本 一ム全体の雰囲気
有明海や音賢岳が望める静かな環境の中、建物もゆったりと設計されており、広いリビングやベランダ等で入居者が思い思い
にゆつくりと時を過ごすことができるようです。母体病院も目前に有り、職員も安心して、自信を持つてケアにあたっていま
す。各ユニットが玄関を持つ家、入居者9名と職員が普通の家族のように、ともに寄り添いながらの日常生活です。

黒守夢夢守賢採徹底された環墨で、古民具や手作り人形またダイヤル式黒電話など音を偲ばせるホームで、訪れるものにとっ
ても郷愁を呼び起こさせるような温かい雰囲気を持つたホームです。
入居者一人ひとりの身体的 ・精神的な変化に対して職員が寄 り添いのケア ・見守 りのケア、共同生活の場面においてその人ら

皇ぷξ零藤督香督馨李景支呈喜醤象を幕す墨晏騰 唇豪9安規廷夢琴だ養ぞ告ぞ忌茎季夕芸会民言チ季夢今9秀曇緊傘嘉
告をよくさなれていますので、説明時家族の署名や押印をもらつていただきたいと思います。

O優 れている点
理事長 口管理者の福祉にかける熱意としっかりとした理念のもと、職員全員でグループホームの質の向上に取組まれていま
す。管理者と職員の信頼関係も構築され、 「ボ トムアップ」の運営体制が風通しの良い職場環境となつており、そのことが
サービスの質の向上に良い影響も与えているようです。家族会も2ヶ月に1回開催したり、運営会議にも行政と地区代表 コ家族
会からの参加等地域や家族との連携を深めていきたいとの姿勢が伝わります。母体病院との連携により安心したケア、職員の
研修体制や職員自ら自己啓発に取り組む姿勢など大いに評価できるところです。

〇努力が望まれる点
地域福祉への熱い思いがあり、今後とも地域との交流や認知症の方が増加 している現状を踏まえ、その介護や実践に関して、
地域でのア ドバイザー的存在となつていただくことを期待します。

評価者 :あすなろ福祉サービス評価機構


